
　現在、持宝院のある場所には、かつて延（または円）福寺という寺院がありました。平安時代に

開かれた寺院だと伝わっています。南北朝時代には「延福寺山合戦」の戦場となりました。室町

時代には小田乗清が梵鐘を寄進していることから分かるように、小田氏の後ろだてを受けて栄

えていました。しかし、延福寺は江戸時代初め頃には衰えたようです。そして、延福寺の跡に井

原市にあった持宝院が移転してきて、今日に至っています。
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